
 

小学部６年生６人、中学部３年生５人、高等部３年生１６人の児童生徒の皆さん。卒業おめでとうございま

す。そして、その保護者の皆様には、お祝いを申し上げると共に、心からの敬意を表します。どの学校でも同じ

かもしれませんが、特別支援学校の卒業に際しては、これまで我が子に手間と愛情を十分に注いできた保

護者にとっての「卒業」という意味合いも大きいと考えています。特に、高等部を卒業する生徒の保護者にと

っては１２年間の学校生活を終えることになり、感慨もひとしおではないかと思います。 

乳幼児の頃の相談や療育。不安を抱えながら小学校・小学部に入学し、やがて中学校・中学部へ進学。

高等部では、卒業後の進路選択に悩まれたことでしょう。･･･そして、令和３年３月１０日。いよいよ学校生活

を卒業する日を迎えました。卒業する本人だけでなく、ご家族全員にとっての大きな節目のひとつですね。 

卒業する皆さん。そして、ご家族の皆様。卒業、誠におめでとうございます。これからの新しい生活に、心か

らエールを送ります。 

さて、皆さんも、卒業式や CMなどで耳にしたことがあると思います。「旅立ちの日に」という歌を･･･。 

埼玉県のある中学校で生まれた歌が日本全国に広がり、卒業式の定番合唱曲になりました。この歌の誕生

の経緯は有名ですので皆さんもご存じかと思いますが、私はそれを知ったとき胸が熱くなりました。生徒への

教師の熱い思いを、歌にして卒業生に贈るとは･･･感動です。 

「旅立ちの日に」は、私の大好きな歌の一つです。令和２年度末に本校を卒業する２７人の皆さんに、心を

込めてこの歌「旅立ちの日に」を送ります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

成年年齢の引き下げ について 

すでに報道等でご存じのことと思います。民法が改正され、来年２０２２年４月１日から成年年齢が変更さ

れます。これまで２０歳だった成年年齢が、１８歳に引き下げられます。現在の高等部１年生は、１８歳の誕生

日を過ぎると【成年】になります。また、現在の高等部２年生と３年生は、２０２２年４月１日にはすでに卒業し

ていますが、どちらも１８歳・１９歳になっているので、４月１日から【成年】と言うことになります。 

 

 

 

 

成年になると、親の同意がなくてもいろいろな事ができるようになります。例えば、スマホを 

契約したり、アパートを借りたり、買い物をするためにクレジットカードを作ったり、バイクを買うためにローン

を組んだり･･･。これらのことが、自分の判断でできるようになるため、かなり心配になるところです。 

なお、飲酒や喫煙については、これまでと変わらず２０歳になってからですので注意しましょう。 

「政府広報オンライン」の記事を参考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現）高等部１年生 （現）高等部２年生 （現）高等部３年生 

１８歳になった日から成年 

（高等部３年生の時） 

来年の４月１日から成年 

（１８歳でも成人） 

来年の４月１日から成年 

（１９歳でも成人） 

これは、ふじざくら支援学校から保護者の方に情報提供する不定期通信です。 

【第１０号】令和３年３月８日  文責：校長  

フジザック 



当時、秩父市立影森中学校の小嶋校長は、荒れていた学校を立て直すため「歌声の響く学校」にすること

を目指し、合唱の機会を増やしました。最初こそ生徒は抵抗したのですが、音楽科の坂本教諭と共に粘り強く

努力を続けた結果、歌う楽しさによって学校は明るくなっていったのです。 

「歌声の響く学校」を目指して取り組んだ３年目の１９９１年２月下旬。坂本教諭は、取組の集大成として

「卒業する生徒たちのために、何か記念になる世界にひとつしかないものを残したい」との思いから、小嶋校

長に歌の作詞を依頼しました。その時は、「私にはそんなセンスはないから」と小嶋校長に断られたのですが、

翌朝、坂本教諭の机に１枚の紙が置かれていました。その紙には、小嶋校長により書き上げられた卒業生に

向けた詞が書かれていたのです。その詩を見た坂本教諭は、とても素敵な言葉が散りばめられていることに

感激し、すぐに楽曲の制作に取り掛かりました。 

出来上がった曲は、影森中学校の「３年生を送る会」で、教職員たちから卒業生に向けてサプライズとして

歌われました。そしてこの年、小嶋校長は４１年に及ぶ教師生活の定年を迎えました。 

ウィキペディア（Wikipedia）の記事を編集 

「旅立ちの日に」 
                                                   作詞：小嶋  登 

                                                   作曲：坂本浩美 

 白い光りの中に 山なみは萌えて 

 遥かな空の果てまでも 君は飛び立つ 

 限りなく青い空に 心ふるわせ 

 自由を駆ける鳥よ ふり返ることもせず 

 勇気を翼にこめて 希望の風にのり 

 このひろい大空に 夢をたくして 

 懐かしい友の声 ふとよみがえる 

 意味もないいさかいに 泣いたあのとき 

 心かよったうれしさに 抱き合った日よ 

 みんなすぎたけれど 思いで強く抱いて 

 勇気を翼に込めて 希望の風にのり 

 このひろい大空に 夢をたくして 

 いま 別れのとき 

 飛び立とう 未来信じて 

 弾む若い力信じて 

 このひろい このひろい 大空に 

 いま 別れのとき 

 飛び立とう 未来信じて 

 弾む若い力信じて 

 このひろい このひろい 大空に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


